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こちらの表示は運営事務局にて準備いたします。 

背  景 

化学療法による外見の変化は，患者を悩ませる主要な副作用である． 
我々は化学療法における外見の変化とそのサポートの現状を明らかにするた
め，化学療法を受けた乳癌患者を対象とした全国アンケート調査を行った． 
その中で化学療法終了後の長期的な頭髪の変化に注目し，化学療法レジメン別
の回復度を検討した． 

対象と方法 

オリジナル質問紙を国内医療施設へ発送（2013年4−10月） 

医師から外来受診患者への質問紙配布および患者からデータセンターへの郵送 

化学療法に関連する患者のアピアランス 
       （頭髪，眉毛，睫毛，爪，皮膚） 
アピアランスに対するサポートの現状 
 
化学療法レジメン 
内分泌療法の種類 
化学療法終了後からの期間 

質問内容： 

適格条件： 
乳癌の既往があり，現在無再発である 
術前または術後化学療法を5年以内に完遂している 
現在の年齢が20-65歳 
化学療法レジメン 
        アンスラサイクリン＋シクロフォスファミド（AC) 
        ３週毎のドセタキセル（DOC） 
        毎週のパクリタキセル（P） 
        または，上記の組み合わせ 
最後に化学療法を受けてから５年以内 

化学療法終了からの期間毎に頭髪の状態を横断的に解析 

3年以降の頭髪の回復度について，多項ロジスティック回帰分析にて補正 
    従属変数＝頭髪量（8割以下 / 8割以上の回復） 
    説明変数 
        主効果＝化学療法レジメン 
        調整変数＝年齢（50歳未満 / 50歳以上）， 
                              内分泌療法（AI剤 / AI剤以外 / 使用なし） 

化学療法終了から3年以降の頭髪の回復度を化学療法レジメン別に評価 

結  果 

1448名からの質問紙を解析 

47病院1511 名の患者から質問紙を回収（回収率 82%; 1511/1853） 

除外 
  33名… 化学療法終了後 5年以上など 
  30名… Pのみ 17名, P+D 1名,  AC+P+D 12名 
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化学療法レジメン別の頭髪の回復度（回答なしまたは該当せずを除外） 

3年以降で80%以上回復した割合は, 
            AC 88.9%＞AC+P 64.1%＞D 63.5%＞ AC+D 43.4%であった． 
年齢と内分泌療法で補正してもレジメン間で有意差が認められた． 
            AC > AC+P,  AC > AC+D,  D > AC-D,  AC+P > AC-D    P＜0.001 
            AC > D    P=0.004 
            AC+P > D    ns 

結  論 
  化学療法を受けた乳癌患者の一定数で長期的にも頭髪量の十分な回復がみら
れず，タキサン系，特にドセタキセルを含むと回復度がより低い傾向にあった．化
学療法による頭髪への影響は一時的なものとは限らず，医療者は適切な情報提
供と長期的に渡るサポートを考えていく必要がある． 

この研究は公益財団法人パブリックヘルスリサーチセンターのヘルスアウトカム支援事業(CSP-HOR)の一環として実施された 
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筆頭演者の利益相反状態の開示 
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乳癌化学療法レジメン別にみた頭髪の長期的回復 

- 全国アンケート調査から
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